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○白石市中心市街地活性化交流広場管理規則 

平成１６年１２月２１日 

規則第２６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、白石市中心市街地活性化交流広場条例（平成１６年白

石市条例第３１号。以下「条例」という。）第１４条の規定に基づき、白

石市中心市街地活性化交流広場（以下「交流広場」という。）の管理運営

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（利用許可） 

第２条 条例第８条第１項の規定により交流広場の利用の許可を受けようと

する者は、白石市中心市街地活性化交流広場利用許可申請書（様式第１号）

を利用しようとする日の属する日の６月前の初日から３日前までに指定管

理者に提出しなければならない。 

２ 指定管理者は、前項の規定に基づく申請を適当と認めたときは、白石市

中心市街地活性化交流広場利用許可書（様式第２号）により許可するもの

とする。 

（利用者の遵守事項） 

第３条 条例第９条第４号に規定する交流広場の利用の許可を受けた者（以

下「利用者」という。）が守らなければならない事項は、次のとおりとす

る。 

(１) 利用許可を受けた施設以外の施設及び利用許可を受けた附属設備以

外の設備は利用しないこと。 

(２) 許可なく施設内において寄附金の募金、物品の販売若しくは飲食物

の提供を行わないこと、又は第三者にこれらの行為を行わせないこと。 

(３) 感染症患者、酒気を帯びている者、火薬、凶器等の危険物を携帯し

ている者その他施設内の秩序又は風俗を乱すおそれがあると認められる

者を入場させないこと。 

(４) 利用が終了したときは、速やかに搬入した展示物、機材等を撤去す

ること。 
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(５) 火災及び盗難の発生の防止に留意すること。 

(６) その他指定管理者が指示した事項 

（利用許可の取消し等） 

第４条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、そ

の利用の許可を取り消し、又は利用を停止することができる。 

(１) 利用許可の申請書に偽りの記載があったとき。 

(２) 利用許可の条件に違反したとき。 

(３) その他条例及びこの規則に反すると認めたとき。 

２ 前項の規定による利用許可の取消し又は利用の停止によって利用者に損

害が生じても、指定管理者はその責めを負わない。 

３ 利用者が交流広場の利用を取りやめようとするときは、直ちにその旨を

指定管理者に届け出なければならない。 

（利用料金の後納） 

第５条 条例第１１条第２項ただし書の規定により後納することができる利

用料金は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 利用の承認を受けた時間区分を超えて利用した場合 

(２) 前号に掲げるもののほか、指定管理者が特別な事由があると認めた

場合 

（利用料金の返還） 

第６条 条例第１１条第４項ただし書の規定により利用料金を返還する場合

は、次に掲げる場合とし、その割合は、当該各号に定めるとおりとする。 

(１) 公用又は管理上の都合により利用の許可を取り消したとき １０割 

(２) 災害その他不可抗力により利用できなくなったとき １０割 

(３) 利用者が利用しようとする日の１４日前までに利用の取り消しを申

し出たとき ５割 

（利用料金の減免） 

第７条 条例第１２条の規定により利用料金を減免する場合は、次に掲げる

場合とし、その割合は、当該各号に定めるとおりとする。 

(１) 市が行事を行うために利用する場合 １０割 
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(２) 地元商店会等が中心市街地活性化を目的にする行事等を行うために

利用する場合で、市長が承認したもの １０割 

(３) その他市長が公益上必要と認める場合 １０割以内 

２ 前項の規定により利用料金の減免を受けようとする者は、利用料金減免

申請書（様式第３号）を指定管理者に提出しなければならない。 

３ 指定管理者は、前項の規定に基づく申請を適当と認めたときは、利用料

金減免決定通知書（様式第４号）により承認するものとする。 

（き損等の届出） 

第８条 利用者は、交流広場の施設、附属設備、器具等をき損し、又は滅失

したときは、直ちにその旨を指定管理者を経由して市長に届け出て、その

指示を受けなければならない。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 
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